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概要

• 2013年に、6カ国（日、韓、英、仏、独、瑞）
の首都6都市圏を対象に、公共交通ﾍﾞﾋﾞｰｶ

ｰ利用に関する意識・行動についてｱﾝｹｰﾄ
調査を実施したが、2025年3月に約10年後

の変化を確認すべく、日英で同様の調査を
実施した結果を報告する。
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ｱﾝｹｰﾄ調査概要

• 調査実施期間

– 2012年12月～2013年1月

• 調査対象者

– 6ヶ国の首都6都市圏（日本（東京都市圏）、韓国（Seoul、
Incheon）、英国（Greater London）、ﾌﾗﾝｽ（Île-de-France）、ﾄﾞｲ
ﾂ（Berlin、Brandenburg）、ｽｳｪｰﾃﾞﾝ（Stockholms län））居住者
で、 20代、30代、40代の男女、各50ｻﾝﾌﾟﾙ、各国計300ｻﾝﾌﾟﾙ

• 調査方法

– ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ調査（楽天ﾘｻｰﾁ株式会社）

※本調査は、国土技術政策総合研究所の委託研究「多様なﾓﾋﾞﾘﾃｨにおける移動の質を
高めるITS技術に関する研究」の一環として実施された。
※協力：谷口綾子先生（筑波大学）、小林杏奈氏（東京大学（当時）） 3

※出典：大森宣暁(2013)公共交通機関等におけるﾍﾞﾋﾞｰｶｰ利用に関する協議会資料



公共交通利用時に周囲の乗客がしていたら

不快・迷惑に感じる行為（混雑時）①

0% 20% 40% 60% 80%

床に直接座りこむ

ﾘｭｯｸｻｯｸを背負ったまま乗車する

新聞を広げて読む

化粧をする

小さい子供を連れて乗車する

ﾍﾞﾋﾞｰｶｰを折りたたまずに乗車する

座席に足を乗せる

閉まりかけのﾄﾞｱを手で押さえる

ﾍﾟｯﾄをそのまま連れ込む

ｺﾞﾐを車内に放置する

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ(n=273)
ﾄﾞｲﾂ(n=268)
ﾌﾗﾝｽ(n=274)
英国(n=286)
韓国(n=297)
日本(n=275)

有意差（p<.05）
日本と他の5か国
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※出典：大森宣暁(2013)公共交通機関等におけるﾍﾞﾋﾞｰｶｰ利用に関する協議会資料



公共交通利用時に周囲の乗客がしていたら

不快・迷惑に感じる行為（非混雑時）①

0% 20% 40% 60% 80%

床に直接座りこむ

ﾘｭｯｸｻｯｸを背負ったまま乗車する

新聞を広げて読む

化粧をする

小さい子供を連れて乗車する

ﾍﾞﾋﾞｰｶｰを折りたたまずに乗車する

座席に足を乗せる

閉まりかけのﾄﾞｱを手で押さえる

ﾍﾟｯﾄをそのまま連れ込む

ｺﾞﾐを車内に放置する

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ(n=273)
ﾄﾞｲﾂ(n=268)
ﾌﾗﾝｽ(n=274)
英国(n=286)
韓国(n=297)
日本(n=275)

有意差（p<.05）
日本と他の5か国

日本と欧州4か国
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※出典：大森宣暁(2013)公共交通機関等におけるﾍﾞﾋﾞｰｶｰ利用に関する協議会資料



公共交通利用時に
ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ利用者に対して行うこと

0% 20% 40% 60% 80%

乗降を手伝う

乗降する順番を譲る

席を譲る

ベビーカーのために場所を空

ける

子供をあやす

何もしない

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ(n=273)
ﾄﾞｲﾂ(n=268)
ﾌﾗﾝｽ(n=274)
英国(n=286)
韓国(n=297)
日本(n=275)

有意差（p<.05）
日本と他の5か国

日本と欧州4か国
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※出典：大森宣暁(2013)公共交通機関等におけるﾍﾞﾋﾞｰｶｰ利用に関する協議会資料



ﾍﾞﾋﾞｰｶｰで公共交通利用時に
周囲の乗客にしてもらう行為

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

乗降を手伝ってもらう（手伝っ

てもらった）

乗降する順番を譲ってもらう

（譲ってもらった）

ベビーカーのために場所を空

けてもらう（空けてもらった）

席を譲ってもらう（譲ってもらっ

た）

子供をあやしてもらう（あやして

もらった）

特にしてもらっていない

ｽｳｪｰﾃﾞﾝ(n=99)
ﾄﾞｲﾂ(n=120)
ﾌﾗﾝｽ(n=92)
英国(n=88)
韓国(n=119)
日本(n=88)
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※出典：大森宣暁(2013)公共交通機関等におけるﾍﾞﾋﾞｰｶｰ利用に関する協議会資料



ｱﾝｹｰﾄ調査概要

• 調査実施期間

– 2025年3月

• 調査対象者

– 東京都市圏居住者450人
– 北関東三県居住者150人
– ﾛﾝﾄﾞﾝ都市圏（Greater London）居住者332人
※いずれの地域も20代、30代、40代の男女、同数ずつ

• 調査方法

– ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ調査（楽天ｲﾝｻｲﾄ株式会社）
※本調査は、国際交通安全学会（IATSS）2024 年度研究調査プロジェクト2410B「子育て

しやすく子どもにやさしい交通環境実現のための教育・行動変容プログラムの開発と適
用」の一環として実施された。
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公共交通利用時に周囲の乗客がﾍﾞﾋﾞｰｶｰを畳
まずに乗車することを不快・迷惑に感じる割合

9

0% 10% 20% 30% 40% 50%

混雑時

非混雑時

ﾛﾝﾄﾞﾝ2025年3月(n=209) ﾛﾝﾄﾞﾝ2012年12月(n=286)

東京2025年3月(n=290) 東京2012年12月(n=275)



公共交通利用時に
ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ利用者に対して行うこと
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

乗降を手伝う

乗降する順番を譲る

席を譲る

ﾍﾞﾋﾞｰｶｰのために場所を空ける

子供をあやす

何もしない

ﾛﾝﾄﾞﾝ2025年3月(n=209) ﾛﾝﾄﾞﾝ2012年12月(n=286)
東京2025年3月(n=290) 東京2012年12月(n=275)



ﾍﾞﾋﾞｰｶｰで公共交通利用時に
周囲の乗客にしてもらう行為
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

乗降を手伝ってもらう

乗降する順番を譲ってもらう

ﾍﾞﾋﾞｰｶｰのために場所を空けてもらう

席を譲ってもらう

子供をあやしてもらう

特にしてもらっていない

ﾛﾝﾄﾞﾝ2025年3月(n=128) ﾛﾝﾄﾞﾝ2012年12月(n=88)
東京2025年3月(n=71) 東京2012年12月(n=88)



まとめ

• 東京とﾛﾝﾄﾞﾝにおける公共交通ﾍﾞﾋﾞｰｶｰ利用に関す
る意識・行動の約10年間の変化

– 公共交通利用時に「ﾍﾞﾋﾞｰｶｰを折りたたまずに乗車する」こ
とを不快・迷惑と感じる割合は、日本は英国より高いが、こ
の10年で減少した。

– 公共交通利用時にﾍﾞﾋﾞｰｶｰ利用者に対して親切な行為を
行う割合、およびﾍﾞﾋﾞｰｶｰで公共交通利用時に周囲の乗
客に親切な行為をしてもらう割合は、日本は英国より低い
が、この10年で増加した。
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